
１．はじめに

　現在，スポーツ社会専攻では，２０１１年度の開

講を目指しアメリカへの短期留学プログラムの

開発を進めている。

　近年，日本国内において，スポーツ教学に関

わる学部，学科の設置が続いている。その中に

は，従来の体育学部や教育学部とは異なり，ス

ポーツマネジメントや健康産業をカリキュラム

の中心に据えるところもあり，スポーツを中心

としつつも多様な人材を育てようとする試みが

なされているようである。しかしながら，一方

で国内のスポーツに直接的に関わる雇用は，

量，職種ともに限られているのが現状であると

言えよう。この背景には，日本においては未だ

市民がスポーツ活動にお金を投じる意識も低

く，スポーツに関連する産業は発展途上であ

り，これに関わる専門的な能力を持った職種が

確立していないといったことが考えられる。

　スポーツ社会専攻に在籍する学生を対象に行

133『立命館産業社会論集』第４６巻第４号 ２０１１年３月

ったアンケート調査では，卒業後にスポーツに

関連する仕事に就きたいと答える学生は多いも

ののその詳細については，考えていないか，考

えていたとしてもほとんどの者が大手スポーツ

メーカーやプロスポーツチーム・リーグといっ

た華のある世界しか挙げられない。また，関心

のある研究テーマについて尋ねると，自身の経

験を元にした個人の興味，関心の域を出ない場

合も多く，卒業後の進路にうまくつなげられな

い者も多いようである。

　産業社会学部の一専攻であるスポーツ社会専

攻としては，学生たちにスポーツに関する問題

を通して現代社会を考え，広く社会の中でスポ

ーツをマネジメントできる力や余暇の新しい可

能性を見いだす力を身につけてもらいたい。そ

のためには，スポーツが社会や市民生活とより

密接に結びつき，産業としても様々な展開を見

せているアメリカ合衆国において，スポーツの

持つ多様性，可能性を実際に見，聞き，感じる

ことが非常に有効ではないかと考えた。

　そこで，国際化拠点整備事業（グローバル

３０）からの予算補助を受け，２０１０年２月および
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フォルニア州ロサンゼルス市，サンディエゴ

市，アリゾナ州フェニックス市，ニューヨーク

州ニューヨーク市を訪問し，この短期留学プロ

グラムに相応しいコンテンツの開発に努めてき

た。その過程において，興味深いスポーツ関連

施設等を訪れることができた。ここでは，特に

短期留学プログラムの柱に位置づけられるアリ

ゾナ州フェニックス市近郊におけるスポーツを

中心とした都市開発およびカリフォルニア州サ

ンディエゴ市で展開されるエコツーリズムに関

する視察の成果についてスポーツ関連施設の紹

介という形で報告したい。

２．アリゾナ州フェニックス市

２‐１．アリゾナ州フェニックス市の概要

　アリゾナ州は，１８００年代中期にはメキシコの

手に渡る時期もあったものの，１９１２年２月１４日

に，アメリカ合衆国４８番目の州となり，現在で

はアメリカ南西部の中心的な州としての役割を

果たしている。州の面積は，日本の国土面積よ

りやや小さい約２９４,３１３km2で，そこに約６５０万

人が生活をしている（２００８年時）。１９９０年から

２０００年の１０年間に４０％というアメリカ合衆国内

でも最速・最大級の人口増加率を記録，その後

も２０００年から２００６年にも２３％という大きな増加

率を示している。

　産業面で言えばインテルやモトローラ，ボー

イングといった世界的なエレクトロニクス分野

の企業がその主要拠点を置いており，同分野の

アメリカ国内での中心となっている。また，世

界的にも有名なMayo Clinicの支部を中心に近

年はバイオ産業にも力を入れているようであ

る。これらの産業の発達も著しいが，州で最も

大きな産業は観光であり，世界的にも有名な観
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光地であるグランドキャニオンを中心に豊富な

観光資源，年間平均気温が２２℃，快晴日数が年

間３００日を越える快適な気候を背景に２００８年一

年間だけで３７００万人の観光客がアリゾナ州を訪

れている。

２‐２．グレーターフェニックスの概要

　アリゾナ州の州都は，フェニックス市である

が，実際には，その周辺の砂漠の中に開拓，開

発されたグレンデール市，スコッツデール市，

テンピ市なども含めてグレーターフェニックス

（Greater Phoenix）として一つの都市地域とし

て認識されている。この地域には約３８０万人が

暮らしているが，２００６年までの１０年間で人口増

加率４４％を記録するほど驚異的な増加をみせ，

現在では全米でも５位になるほど多くの人口を

抱える地域となった。

　もともと，リゾート地としても知られている

が，特にゴルフリゾートとしては全米屈指の地

域であり，大小様々なゴルフコースが存在して

いる。アリゾナ州観光局によれば州内に約３００

のゴルフコースがあり，フェニックスだけでも

その約半数が存在しているとされる。グレータ

ーフェニックスの一角を担うスコッツデールで

は，４大トーナメントの一つでもある全米プロ

ゴルフ選手権もよく開催されている。

　また，アメリカ４大プロスポーツのチーム全

ての本拠地となっていることでも知られてい

る。つまり，アメリカ最大のアメリカンフット

ボールリーグであるNational Football League

（NFL）に所属するアリゾナ・カージナルス，

プロ野球リーグであるMajor League Baseball

（MLB）に所属するアリゾナ・ダイヤモンドバ

ックス，北米プロバスケットボールリーグであ

るNational Basketball Association（NBA）に所



属のフェニックス・サンズ，北米のプロアイス

ホッケーリーグであるNational Hockey League

（NHL）に所属のフェニックス・コヨーテズで

ある。

２‐３．グレンデール市のスポーツ誘致成果

　上述したように，グレーターフェニックスに

はアメリカにおける４大プロスポーツチームが

集まっているが，興味深いのは，これらのチー

ムが元々この地を発祥としているわけではな

く，多くは移転してきたチームということであ

る。そして，それらはグレーターフェニックス

の中でもグレンデール市に集まっている。

　NHLのフェニックス・コヨーテズは，１９９６

年にカナダのウィニペグ市からフェニックス市

へ移転し，２００３年に同じグレーターフェニック

ス内にあるグレンデール市へ移転した。NFL

のアリゾナ・カージナルスは，１９８８年にセント

ルイス市からアリゾナ州テンピ市へ移転し，

２００６年に同じグレーターフェニックス内のグレ

ンデール市へ移転した。

　また，この地は，プロスポーツの本拠地とし

てだけでなく，いわゆるキャンプ地としての利

用も多く見られる。MLBに所属するチームは

全米で３０チームに及ぶが，春季キャンプにあた

るSpring Trainingは，フロリダ州かアリゾナ州

のいずれかで行われている。かつてはフロリダ

州の人気が高く，より多くのチームがフロリダ

州でのSpring Trainingを実施していたが，現在

は半数の１５チームがアリゾナ州で実施してお

り，そのうち１３チームがグレーターフェニック

スで，２チームがフェニックス市から２００km近

く離れたツーソン市で実施している。その理由

には，西海岸のチームであれば東側にあるフロ

リダ州よりも近く，ファンが訪れやすいことも

アリゾナ州フェニックス市およびカリフォルニア州サンディエゴ市におけるスポーツ産業展開の一端（漆原　良） 135

あるが，何よりも州や市といった自治体が中心

となる大規模な施設を準備したことが挙げられ

る。

　ロサンゼルス・ドジャースは２００９年から，そ

れまで５０年あまりにわたりSpring Trainingを

実施してきたフロリダ州ベロビーチ市のドジャ

ータウンを離れ，グレンデール市で行うことと

なった。ここでは，Camelback Ranch球場（収

容数１００００人）を中心とした複合スポーツ・コ

ンプレックスの建設が大きな理由だったと考え

られている。この建設費用は，８０００万ドルが費

やされたとみられているが，そのうち３分の２

は州が負担した。アリゾナ州では，Spring 

Trainingを実施するために州内に集まったチー

ムが，オープン戦としてカクタス（サボテンの

意味）・リーグと呼ばれる試合を実施する。１

試合あたり１万人規模での観客が集まることか

ら，その経済効果は大きく，ドジャースおよ

び，同時期に同地に移転したシカゴ・ホワイト

ソックスの２チームの移転に伴う経済効果につ

いて，グレンデール市はグレンデール市分のみ

で年間１９００万ドルと見込んでいるようである。

　これ以外にも，２００７年以降，大学アメリカン

フットボールの４大ボウル・ゲームであるフィ

エスタボウルの開催，２００８年には全米一のスポ

ーツイベントとも言われるNFLスーパーボウ

ルを開催するなど多くのスポーツイベントの招

致に成功している。

　これらの成功は，単にゲームに来場するファ

ンによる経済効果にとどまらず雇用創出や，

市，州の認知度を上げることにも大きく貢献し

ている。つまり，市にとっては直接的な収入増

だけでなく，非常に幅広く大きな恩恵を受けら

れることになっているのである。



３．フェニックス近郊のスポーツ施設の紹介

　ここでは，前章で紹介したアリゾナ州，特に

グレーターフェニックスにおけるスポーツを中

心とした都市開発の一端を表す施設を紹介す

る。

３‐１．University of Phoenix Stadium

　グレンデール市郊外に位置するNFL所属の

アリゾナ・カージナルスの本拠地，フィエスタ

ボウルの会場として使用されている多目的スタ

ジアム（図１）。６３４００席（７２２００席まで拡張可

能）を持ち，２００６年８月にオープンした。その

後，上述の目的以外にも，アメリカンフットボ

ールの大学全米一を決める BCS National 

Championshipやサッカーアメリカ代表の試合，

Rolling Stonesのコンサートも行われている。

　「University of Phoenix」は，フェニックス市

に本部を持つアメリカの社会人対象のインター

ネット大学の最大手であり，ネーミングライツ

の獲得によりスタジアムの名称となっている。

また，ゲート毎にもネーミングライツの販売が

行われており，ゲート毎に異なる名称がついて

いる（図２）。

　公共交通機関が発達していない（フェニック

スのダウンタウンからバスで１時間以上かか

る）ためにスタジアム周辺には，都市部からの

多くの客を迎え入れられるよう広大な駐車場

（図３）を整備するとともに，練習場や市民も

使用できる施設として天然芝のフットボール場

も複数整備されている（図４）。

３‐２．Jobing.com Arena

　NHL所属のアリゾナ・コヨーテズの本拠地
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図１　University of Phoenix Stadium

図２　ネーミングライツの販売により「Budweiser」
の名称がついたゲート

図３　スタジアムの駐車場



として使用されている多目的アリーナ（図５）。

１７０００を超える座席を持ち，２００３年に完成した。

当初はグレンデール・アリーナの名称であった

が，２００６年，ネーミングライツの販売により求

人情報サイトのJobing.comが落札，現在の名

称へと変わった。
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３‐３．Westgate City Center

　Jobing.com ArenaはUniversity of Phoenix 

Stadiumの道を挟んだ向かい側に位置している

（図６）。さらに，このアリーナの裏側にはショ

ッピングモール，レストラン街，映画館，高級

ホテルがあり，スタジアムやアリーナと合わせ

て，エンターテイメント・コンプレックス

「Westgate City Center」として開発された。そ

図４　駐車場横に整備されたフットボール場 図５　Jobing.com Arena

図６　Westgate City Center付近の地図（Google Mapより）
　　　左下にUniversity of Phoenix Stadium，その上にJobing.com ArenaとWestgate City Centerがある。

右が住宅街。



の目的は，NFLやNHLの観戦者によってもた

らされるスタジアムやアリーナでの収益だけで

はなく，これらの施設を合わせて利用すること

による関連収益の増大である。例えば，夜に試

合が行われるのであれば，早くに到着して，無

料もしくは格安の駐車場に車を停めて，買い物

や映画を楽しんだ後，試合を観戦し，食事まで

済ませることができる。つまり，試合観戦だけ

ではなく，休日一日をこの施設で十分楽しむこ

とができ，そのために多くのお金をここで費や

すことになるのである。事実，視察時も，試合

終了に合わせてモールの広場ではパレードが行

われ，観戦を終えた人々がそのパレードを見な
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がら，食事を楽しむ姿が多く見られた（図

７，８）。この一画にスポーツ施設を中心とし

たアミューズメントエリアとして人を集める仕

組みが作られている一つの現われだと言えるだ

ろう。

　これらの施設の隣の区画には新興住宅地が整

備されている（図９）。驚かされるのは，この

一帯はかつて砂漠で何もないところであったこ

とである。事実，図１０はこの一帯まで車で５分

ほどの風景を写したものであるが，未だに何も

ない荒涼とした風景が広がっている。こういっ

た何もない土地に，この１０～２０年の間にスタジ

アムやアリーナが建設され，関連施設ができ

図８　試合終了後多くの人たちがレストラン街へと
移動していく

図７　パレードを楽しむ人たち

図１０　スタジアム近郊では未だ何もない土地も広が
っている

図９　新興住宅地と駐車場への進入を待つ試合観戦
に訪れた人たちの車の列



人々が集まっているのである。

３‐４．Chase Field（図１１）

　MLBに所属するアリゾナ・ダイヤモンドバ

ックスの本拠地として使用されている野球場。

１９９８年にチーム創設とともに建設され，当初命

名権を獲得した銀行から「Bank One Ball Park

（通称 BOB）」の名称がついていたが，「Bank 

One」がJPモルガン・チェイス銀行に合併され

たのを受けて，２００５年「Chase Field」へと名称

変更が行われた。

　フェニックス市のダウンタウンに位置し，収

容人数は約４万９０００人である。この球場の特徴
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は，プールと開閉可能な屋根にある。

　ライトスタンドのグランド寄りに温水プール

（Leslie’s Pool Zone）があり（図１２），シーズン

中はグループ単位の貸し切り運営が行われ，観

客は水着で泳ぎながら試合観戦が可能である。

非常に人気が高く翌シーズンまで予約されてい

ることもある。ちなみに，打者が放ったホーム

ランボールがプールに落ちることを「プール・

ショット」と呼んでいる。

　この球場は，開閉式の屋根を持ちながら天然

芝のグランドを持つ世界で唯一の球場としても

知られている。天然芝を育成していること，ほ

とんど雨の降ることのない天候であることを考

えれば屋根を付けることの意味自体がないよう

に考えられるが，アリゾナ州の気候では夏場は

４０℃近くになることもあり，照りつける日光や

暑さを防ぐ意味でこの屋根が活用されるのであ

る。主に降雨対策としてドーム球場が多く作ら

れている日本とはまったく異なる発想である。

この球場の屋根の開閉はおよそ４分程度で行わ

れるが，この開閉自体も一つのイベントとして

観戦者の間では楽しまれている。

　ライトスタンド上部にはダイニングクラブ

が，レフトスタンド上部には，日本にも多くの

支店を持つレストランチェーンの T.G.I. 

FRiDAY’Sがあり（図１３），食事をしながらの観

戦も可能である。これとは別に売店も多く存在

している。

　また，１００ドル以上を寄付することによりバ

ースデーメッセージやプロポーズなどのメッセ

ージを電光掲示板に映してもらうことも通常の

サービスとして提供されているそうである。

　以上のように，球場を単に野球を観る場所と

してだけでなく，様々なエンターテイメントを

提供する場所として多くの工夫がなされている

図１２　ファン感謝デーのため，多くのファンが楽し
むChase Fieldのグランド。左端真ん中にプー
ルが見えるが，この時期は使用されていない

図１１　Chase Field



ことがわかる。これはChase Fieldに限ったこ

とではなく，MLBに所属するチームが使用す

る球場の多くで付加価値をつけることにより客

単価を向上し，収益の増加につなげようとする

試みが多くなされている。近年，これらの工夫

を見習うべくパシフィックリーグの球団を中心

に日本のプロ野球チーム関係者も多く見学に訪

れているようで，その成果として，最近では日

本の球場でも様々なサービスが提供されるとこ

ろが増えてきているようである。しかしなが

ら，MLBで使用される多くの球場において，使

用する球団の比較的自由な運営，経営が認めら

れ，その収益は球団収入へと結びついているに

もかかわらず，日本では球場経営は球団とは別

会社となり，こういったファンサービスの提供

自体が困難であったり，仮に行ったとしても球

団の収益には直結しない例が未だ見られる。そ
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の一端は，横浜ベイスターズ身売りの際，球場

使用料が問題となったことにも垣間見られる。

これも日本とアメリカのスポーツを取り巻く産

業構造の大きな違いの一つだと言えるのではな

いだろうか。

３‐５．Peoria Sports Complex（図１４）

　フェニックス市近郊のピオリア市に位置する

スポーツ複合施設で，MLBに所属するシアト

ル・マリナーズとサンディエゴ・パドレスが

Spring Trainingの会場として使用している。比

較的街中にあるにもかかわらずメインスタジア

図１３　Chase Fieldの電光掲示板。左端にレストラ
ンも写っている

図１５　Peoria Sports Complexのトレーニングフィ
ールド。立ち並ぶ照明を見るだけでかなり遠
方までフィールドが続いていることが確認で
きる

図１４　Peoria Sports Complex



ムの他，両チーム用のクラブハウス，１２面にお

よぶトレーニングフィールドが確保されている

（図１５）。

　訪れた日はちょうどSpring Training開始前

日であったが，チーム関係者等の姿は見えなか

った。一方，このSports Complexの近隣にも

複数のホテルやショッピングモール等がある

が，すでにホテルの駐車場には多くの車が停ま

っており，Spring Trainingを観に来るファンや

取材関係者が多く集まっているようであった。

　日本の感覚からすれば，遠方のキャンプ地に

まで泊りがけで出向くのは，かなりのプロ野球

ファンだと思われるが，ここでは事情が異な

る。先にも紹介したとおり，アリゾナ州内では

このPeoria Sports Complexをはじめフェニッ

クス近郊の９ヶ所，ツーソン市の２ヶ所で計１５

チームがSpring Trainingを行っており，これら

のチームがカクタス・リーグと呼ばれるオープ

ン戦を繰り広げる。これは毎年３月の一ヶ月

間，ほぼ毎日どこかで試合が行われることにな

り，安いチケットなら１０ドル以下，高いもので

も２０～３０ドルで購入可能であり，レギュラーシ

ーズンではあまり見られないような対戦も楽し

める。さらに，トレーニングフィールドの写真

からもわかるように，フェンス１枚を隔てたと

ころで選手たちが日々トレーニングを行うた

め，大リーガーたちを身近で見ることができ，

サインなどのファンサービスを受けることも比

較的容易である。

　このような背景から，多くのファンがフェニ

ックス市を訪れ，数日～１週間程度滞在しメジ

ャーリーグを満喫していくのである。２０１０年シ

ーズンにおけるその入場者数は，Peoria 

Sports Complexだけで２０万人を超え，カクタ

ス・リーグ全体では約１５０万人にもおよぶ。そ

アリゾナ州フェニックス市およびカリフォルニア州サンディエゴ市におけるスポーツ産業展開の一端（漆原　良） 141

の内訳はアリゾナ州在住者が４５％，州外からの

訪問者が５５％を占めており，経済効果は３億ド

ルを超えるとされている。

　また，旅行としてここを訪れるファンだけで

はなく，退職後の人生を快適な気候とスポーツ

観戦により楽しもうとする人の移住も多く見ら

れ，比較的時間や収入に余裕がある人が多く含

まれているようである。観戦者の年齢構成で５０

歳以上が２７％を占めること，観戦者全体の４５％

以上が１０万ドル以上の年収を持つことからもそ

れがうかがえる。このことから，施設のスポン

サー獲得活動も活発に行われ，ペプシコーラな

ど大きな企業の広告も数多く見られる。

３‐６．Athletes Performance（図１６）

　アメリカ国内で大きな成長を見せている民間

のトレーニング施設。１９９９年，Mark Verstegen

氏により設立された。コア・トレーニングを中

心としたトレーニングプログラムで日本でもよ

く知られている。本社は，ここアリゾナ州フェ

ニックス市であり，他にもカリフォルニア州，

フロリダ州，テキサス州にも支社を持ってい

る。

　この施設は，エリートもしくはプロスポーツ

図１６　Athletes Performance本社



選手を対象に，スポーツトレーニング，栄養指

導，理学療法を総合的に提供する場としてはじ

まり，現在では高校生や一般個人向けのプログ

ラム，アメリカ軍兵士の訓練，インテルのよう

な大企業における社員健康増進事業まで手がけ

ている。プロスポーツ選手であれば，オフシー

ズンにいわゆる身体のケアや基礎の身体作りを

目的として訪れ，その中には数多くのMLB，

NBA，NHL，NFL所属選手，プロゴルファーら

がいるが，近年松坂大輔選手や五十嵐亮太選手

といった日本人選手も多く含まれている（図

１７）。また，２００６年，２０１０年のサッカーワール

ド杯に出場したドイツ代表チームのトレーナー

をAthletes Performanceのスタッフ（日本人）

が務めていることもよく知られている。

　Athletes Performanceで働く日本人トレーナ

ーの Abe氏によれば，その躍進には，まず

Mark Verstegen氏の考えたトレーニング理論

が画期的であったことが挙げられ，それまでア

メリカ国内の主流であったいわゆるウエイトト

レーニングを中心としたプログラムとは異な

り，非常に「動き」を重視したプログラムとな

っており，それが筋力増大によるパフォーマン

スの向上に限界を感じ始めていたスポーツ界に

新しい考えをもたらしたそうである。その一方

で，Athletes Performanceは，この新しい理論

を武器として，それを確実に成長させるマーケ

ティング戦略も持ち合わせており，トレーナー

であり経営などの知識が十分ではなかった

Mark Verstegen氏が，スポーツマネジメント

の専門家を施設設立当初から招き入れていたこ

とも理由だろうとのことであった。

　詳細をうかがうことはできなかったが，その

マーケティング戦略の一つを推測するならば，

設立の地にアリゾナ州フェニックス市を選んだ
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ことである。ここまで述べてきたように，フェ

ニックス市近郊にはアメリカ４大スポーツすべ

てのチームが存在し，MLBに関していえば多

くのチームのSpring Trainingが行われる地で

もある。それ以前に，晴天が多く，温暖，快適

でリゾート地も多く，比較的物価の安いことか

ら多くのプロスポーツ選手が自宅ないしはオフ

シーズンの生活拠点をフェニックス市に持って

いると言われている。このため，フェニックス

市で優れたトレーニング施設を置くことによ

り，多くの有名選手に利用してもらうことがで

図１７　施設内の休憩スペース。ここでトレーニング
をする多くの選手たちのユニフォームが飾ら
れている

図１８　トレーニング設備。これ以外にも屋外に人工
芝のフィールド，陸上トラック，バスケット
コート，ブルペン，プールなどが備えられて
いる



き，その口コミ等により顧客を拡大していった

と考えられる。

　これはプロスポーツチームの本拠地やキャン

プ地の誘致により周辺の産業も合わせて発展を

遂げた一つの例ではないだろうか。

３‐７．アリゾナ州フェニックス市のまとめ

　ここまで，アリゾナ州フェニックス市近郊の

スポーツ施設を紹介してきた。大規模なスポー

ツ施設を整備し，そこにプロスポーツチームを

誘致することにより，ファン，観光客が多く訪

れてくれるだけでなく，チームや試合を取材す

るメディアが訪れることにより，街や州の宣伝

にも大きな効果があると言えるだろう。さらに

は，スポーツの持つイメージにより州や街のイ

メージ向上が図られ，多くの移住者を迎えるこ

とにもつながっていると考えられる。これに伴

って，さらに関連産業が発展していく。これま

でのところは，アリゾナ州で行われているスポ

ーツを中心とした都市開発の施策がよいサイク

ルを生み出していると言える。

　今回紹介したプロスポーツのキャンプ地や球

場では，その整備にArizona Sports & Tourism 

Authority（AZSTA。アリゾナ州スポーツ観光

局）が果たした役割が大きいと言われている。

　１９９０年代以降，アリゾナ州がMLBチームの

Spring Trainingの誘致に力を注いでいたが，こ

の中心となったのがAZSTAだそうで，施設整

備や用地取得に多額の財政支出を行ったようで

ある。あわせて１９９０年代後半にはグレンデール

市もスポーツを中心とした発展に向けて動き出

した。このように州および市の財政支援を受け

られる環境が作られ，そこへ新たな施設やファ

ン獲得を考えたプロスポーツチームが移転して

くることになり，今日のような環境が作り出さ

アリゾナ州フェニックス市およびカリフォルニア州サンディエゴ市におけるスポーツ産業展開の一端（漆原　良） 143

れたわけである。

　しかし，現在，AZSTAの職員数は削減されて

きている。今日のような環境が作り上げられ，

その目標が一つの到達点を向かえたことによる

整理だとも考えられる。一方，このような大規

模なスポーツ施設を維持し，最新の環境へと更

新し続けること，移転してきたチームを長く地

元で支えていくことは，施設建設やチーム誘致

よりも困難なことであると予想され，それを支

える組織体制は気になるところである。事実，

Spring Training実施地としてライバル関係にあ

ったフロリダ州からアリゾナ州へ移ってきたチ

ームの中には，フロリダ州の施設の老朽化も移

転の契機と捉えていたチームもある。

　AZSTAの規模縮小について，現在のところ

詳細な情報がないため考察することはできない

が，このような政策変更について検討していく

ことも実習が実現した際の学生たちのよい学習

テーマになるのではないだろうか。

４．カリフォルニア州サンディエゴ市の概要

　カリフォルニア州サンディエゴ市はアメリカ

の最も南西に位置する都市である。４２００平方マ

イルの面積を持ち，都市部で１３０万，周辺地域

にはさらに３００万の人が住んでいる。この人口

規模はカリフォルニア州ではロサンゼルス市に

次ぐ大きさである。

　サンディエゴ市は非常によい気候を持つ都市

であり，常夏のような気温ではないが，夏は暑

すぎず，冬も比較的暖かであり過ごしやすい気

候である。また，１１０キロに及ぶビーチや湾，

砂漠，山岳地帯など変化にとんだ豊かな自然も

魅力である。こういった背景から，高級別荘地

もあり，旅行者も多い都市である。



　このような気候，自然環境を活かした屋外で

のスポーツアトラクションやファミリー向けの

スポーツレクリエーションもサンディエゴ市の

大きな楽しみの一つとして知られている。特に

温暖な気候と豊かな海でのサーフィン，ボー

ト，セーリング，スキューバ・ダイビング，シ

ュノーケリングは盛んであり，景色のよいジョ

ギング，ハイキング，サイクリング・コース，

ゴルフコースやテニスコートも多く見られる。

５．サンディエゴ市のスポーツ施設の紹介

　ここでは，カリフォルニア州サンディエゴ市

における自然環境を活かしたマリンスポーツに

関連する施設を紹介する。

５‐１．Mission Bay Park

　Mission Bay Parkは，後述する La Jolla 

Shoresと合わせて，サンディエゴ市の中でもマ

リンスポーツの盛んな場所である。サンディエ

ゴ市中心部から車で１５～２０分ほどのサンディエ

ゴ川河口にある湿地帯を人工的に公園化したと

ころで，サンディエゴ市の最も有名な観光地で

ある「Sea World」もここにある。１９４４年に，

地元商工会議所が，観光客を呼び込み，市経済

に貢献できるレクリエーションセンターとして

開発を進めることを提案し，１９４０年代後半より

整備が進められ，現在の姿へとなっていった。

　ビーチ（図１９）は監視員もおり，公共のトイ

レやシャワーもよく整備されているため海水浴

を楽しむことはもちろん，ヨットやボートのレ

ンタルもあり，また魚釣りもかなりの場所で許

可されているため，ここだけであらゆるマリン

スポーツを満喫することができる。

　ビーチ周辺に整備された公園には，サイクリ
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ングやウォーキングを楽しめる小道だけでな

く，子どもたちのプレイエリア，バーベキュー

サイト，ビーチバレーコート，バスケットコー

ト，ソフトボールグランドも整備され，著者が

訪れた時には芝生でアメリカンフットボールの

練習，キッチン付のイベントスペースでは子ど

もの誕生日会まで開催されていた（図２０）。

　豊かなビーチを活かし，人々がそれぞれの時

間を楽しむことのできる環境が整備されている

と言える。その成果として，公園の集計によれ

ば，現在では年間で１５００万人がこのビーチ・公

園を訪れている。

図１９　Mission Bayビーチ

図２０　公園内のビーチバレーコート



５‐２．Mission Bay Aquatic Center（図２１）

　Mission Bay Parkの中にあるマリンスポーツ

体験施設である。このセンターは１９７１年に設立

され，その特徴は，San Diego State University

とThe University of California San Diegoの

Associated Studentsという２つの大学の学友会

により運営されていることである。

　ここでは，ウェイクボード，サーフィン，ウ

ォータースキー，カヤッキング，スタンドアッ

プパドリングなどあらゆるマリンスポーツを体

験することができる（図２２）が，いずれかの大

学の現役在校生なら１時間２５ドル～（２人目以

降追加料金１０ドル／人），それ以外の人でも４０

ドル～という比較的安価な費用で楽しむことが
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可能になっている。２００９年は年間で１５０００人が

マリンスポーツ体験のために利用している。

　もう一方で，学生たちがこの施設でインター

ンシップやアルバイトとして経験を積むことの

できる場にもなっているとともに，San Diego 

State Universityの School of Exercise and 

Nutritional Sciencesのマリンスポーツ実習授業

の場ともなっており，大学生の教学施設として

の機能も有している興味深い施設である。

５‐３．La Jolla Shores

　La Jolla Shoresは，サンディエゴ市街から車

で３０分ほど北に移動したところにあるビーチで

ある（図２３）。ビーチにはリゾートホテル，丘

陵地帯には立派な一軒家が立ち並び，近隣には

風景の美しさを売りにするゴルフコースもいく

つか見られるリゾート地である。

図２１　Mission Bay Aquatic Center

図２２　センターでレクチャーを受ける人たち
図２３　La Jolla Shoresのビーチ。カヤッキング体

験者のための道具が並ぶ



　ビーチにはライフセーバーが待機し，水泳エ

リアとサーフィンエリアが分けられ，公共のト

イレやシャワー，芝生の公園には子どものプレ

イスポットなども整備されている。

　近隣に１０軒ほど立ち並ぶあるスポーツ体験シ

ョップにいけば，海の景色を楽しむサイクリン

グやハイキングも多く行われているが，やはり

ビーチと豊かな海中生物が主な観光資源となっ

ており，サーフィンとシュノーケリング，カヤ

ッキングが多く行われている（図２３，図２４）。

　比較的穏やかな海であることから，サーフィ

ンでは初級者～中級者に人気のあるビーチだ

が，おだやかなところを利用して近くの崖下の

洞窟までいくカヤッキング・ツアーやサンゴ礁

を見に行くシュノーケリング・ツアーも人気な

のである。また，ビーチの一部には人間の立ち

入りが禁止されているエリアがあるが，ここで

はアザラシが生活しており，特別に作られた通

路から観察することも人気がある。

　以上のように観光客やサーファーには人気の

ビーチであり，著者来訪時にも，週末だったこ

ともあり，ビーチには多くのサーファーやキャ

ッキング・ツアー体験者がああふれており，駐

車場を探すのに苦労した。
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　著者来訪時は，たまたまサーフィンエリアで

「Life Rolls On」というイベントが行われてい

た（図２５）。これはクリストファー&ダナ・リ

ーヴ財団の行っているNPO法人活動の一つで

ある。スポーツ中の事故により半身不随になっ

た人がメンバーの力を借りて海に入りサーフィ

ンをするというものである（図２６）。

　これ自体が，障がいを持ってしまったスポー

ツ選手にもう一度スポーツに参加できるという

喜び（仕組みは十分理解できなかったが，参加

者の波の乗り方には得点が付けられて，試合形

式がとられている）を与えるものであるが，こ

の活動やこの活動を記録した映像（カメラマン

図２４　ビーチはツアー参加者で混雑している 図２５　「Life Rolls On」の会場

図２６　多くのメンバーに囲まれながらサーフィンを
する参加者。彼らに支えられて沖へ行き，波
に乗って海岸まで戻ってくる



を何人も準備して，活動風景や参加者へのイン

タビューを撮影しており（図２７），これを別の

イベント会場などで流すのである）を利用し

て，寄付を募ったり，グッズや食事の販売を通

して福祉活動のための収益を確保しているそう

である。ちなみに今回著者が購入したTシャツ

の代金（２０ドル）は原価を除いた全ての売り上

げが車椅子スポーツの普及や環境整備に使われ

るとのことであった。

５‐４．カリフォルニア州サンディエゴ市のま

とめ

　今回の視察では，サンディエゴ市の環境資源

の特徴の一つであるビーチを中心に行った。い

ずれのビーチも，多様なニーズに応える環境が

よく整備されていることが印象に残った。

　特に，初心者に対するマリンスポーツの体験

を提供するショップの多さには驚かされた。こ

れらのショップは，今回紹介したマリンスポー

ツ以外にもホエールウォッチングツアーも商品

として扱っている（訪問時は９月。ホエールウ

ォッチングは通常冬期のみ）。いずれも豊かな

自然環境をうまく活用し，そこにマリンスポー

ツを組み込むことにより，体験型のレジャー活
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動をサービスとして提供している。これはレク

リエーションスポーツを組み込んだいわゆるエ

コツアーの一つだと言えるだろう。

　The International Ecotourism Societyによれ

ば，２００４年以降エコツーリズムは急成長を見せ

ており，その市場規模は３７４６億ドルにものぼる

ようである。このエコツーリズムが既存のツア

ー旅行と大きく違う点は，パッケージツアーで

は，その収益の多くが旅行代理店に流れるのに

対し，エコツーリズムは地域経済への還元効果

が大きい点にある。これは，そもそもエコツー

リズムの定義が「地域資源の健全な存続による

地域経済への波及効果が実現することをねら

い」としているためである。

　Sustainable tourismを専門とするSan Diego 

State UniversityのJess Ponting氏によれば，サ

ンディエゴ市にはサーフィンを目的に年間８０万

人が訪れるそうで，サンディエゴが市環境資源

やスポーツを活用した観光産業がうまく展開さ

れている一つの表れではないだろうか。

　日本でも近年エコツーリズムやグリーンツー

リズムが発展してきているようである。日本国

内でも特に過疎地と呼ばれるような地域には，

非常に豊かな自然が残されている。これは，そ

の自然環境を体験するレクリエーションスポー

ツやアクションスポーツを楽しむ場が多く残さ

れているとも理解できる。サンディエゴ市のよ

うな例がそのまま日本に当てはまるとは言えな

いが，日本の豊かな環境資源が十分活かされて

いない現状を考えれば，レクリエーションスポ

ーツ・アクションスポーツをうまく組み込んだ

エコツアーの開発は，地域経済の活性化，スポ

ーツ産業の発展などいくつかの問題の解決策と

なりうるのではないだろうか。こういったこと

も，プログラムが実現した暁には学生たちにぜ

図２７　インタビューを受ける参加者



ひ取り組んでもらいたいテーマである。

６．まとめ

　アリゾナ州フェニックス市およびその近郊で

はプロスポーツを中心とした都市開発，カリフ

ォルニア州サンディエゴ市では環境資源を活用

したレクリエーショナルスポーツを中心とした

観光産業の現場に関連する施設を紹介してき

た。

　元々アメリカは，広大な土地や娯楽としてス

ポーツが定着している文化など日本とは様々な

点で異なる背景を持っている。このため，単純

にアメリカでの視察例が日本の好例として当て

はまることはないであろうし，今回紹介した例

も深く観察すれば様々な問題も発見されよう。

　しかしながら，今日，スポーツに対して，日

本国内で見られる印象に基づいた固定概念に捕

らわれていることが多い学生たちにとって，こ

れらの施設，現場に直接触れることは「概念砕

き」として貴重な経験になると考えている。ま

た，ここで紹介したようにスポーツは都市開

発，環境問題，障がい者問題など社会の様々な

側面と結びついている。これはまさに産業社会

学部の特徴である学際性あるアプローチが必要

とされるところであり，スポーツ社会専攻だけ

でなく他の専攻の学生たちにとっても有意義な

テーマであると言え，産業社会学部の学生たち

がここでの経験を活かして大きく成長していっ

てくれることを期待するものである。
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